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自
宅
近
所
の
行

き
つ
け
の
居
酒
屋

が
、
時
々
新
し
い

銘
柄
の
泡
盛
を
仕

入
れ
て
く
れ
る
の

が
き
っ
か
け
で
、

飲
み
比
べ
が
で

き
、
味
の
違
い
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
沖
縄
県
内

に
47
あ
る
酒
造
所
す
べ
て
の
銘

柄
を
試
し
た
わ
け
で
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
、
ど
れ
も

美
味
し
い
。
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

の
泡
盛
へ
の
こ
だ
わ
り
を
聞
く

の
も
楽
し
い
▼
１
９
９
１
年
25

歳
で
初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
て
か

ら
、
早
や
33
年
。
２
０
０
４
年

の
沖
縄
国
際
大
学
米
軍
ヘ
リ
墜

落
事
件
を
機
に
三
線
を
始
め
、

以
来
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
に
関

心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
各
地

で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
琉
球
民

謡
の
奥
深
さ
に
触
れ
る
と
と
も

に
、
泡
盛
も
好
ん
で
飲
ん
で
き

た
が
、
そ
の
文
化
的
な
側
面
に

は
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
か
っ

た
▼
飲
食
に
お
い
て
は
、
あ
ま

り
新
し
い
味
に
挑
戦
し
な
い
保

守
的
な
質
で
あ
る
が
、
あ
く
る

年
の
新
た
な
泡
盛
と
の
出
会
い

を
期
待
し
つ
つ
、
飲
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
体
調
管
理
を
決
意
す

る
年
の
瀬
で
あ
る
。

15日　地連書記会議第31回定期総会・交流集会
（PLP会館/ウェブ併用）

15～16日　地域保健・精神保健セミナー（TOC有明）
18日　自治労青年部主催政治学習会（ウェブ開催）
19日　戦争をさせない1000人委員会19日行動

（JR三田駅前）

当面の日程

アレ封印

松本 真紀子

　

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
、
２
０
２
３
年
11
月
13
日
に

兵
庫
労
働
局
に
対
し
「
障
害
者

雇
用
の
推
進
に
向
け
た
要
求

書
」
を
提
出
し
、
河
合
良
宣
議

長
、
山
中
一
慶
担
当
書
記
が
交

渉
に
応
じ
る
よ
う
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
河
合
議
長
よ
り
労
働

局
へ
要
求
書
を
手
交
し
、
労
働

局
へ
の
見
解
を
求
め
る
要
旨
と

し
て
、
①
障
害
者
の
雇
用
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
特
に

県
教
育
委
員
会
の
実
雇
用
率
が

数
年
間
、横
ば
い
状
態
で
あ
り
、

障
害
者
任
免
状
況
通
報
書
も
公

開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
律

に
則
っ
た
対
応
を
行
う
よ
う
強

く
指
導
す
る
こ
と
。
②
欠
格
条

項
に
つ
い
て
、
精
神
障
害
に

至
っ
て
は
、
減
る
ど
こ
ろ
か
急

増
し
て
い
る
た
め
、
イ
メ
ー
ジ

に
よ
る
一
方
的
な
判
断
を
行
わ

ず
、
本
人
の
意
思
や
能
力
に
基

づ
い
た
判
断
を
行
う
よ
う
指
導

す
る
こ
と
。
③
採
用
時
の
「
自

力
通
勤
・
介
護
者
な
し
勤
務
可

能
な
者
に
限
る
」
と
し
た
欠
格

条
項
を
削
除
す
る
よ
う
指
導
す

る
こ
と
。
④
障
害
者
が
健
康
に

働
き
続
け
る
た
め
に
「
健
康
管

理
休
暇
」
を
設
け
る
な
ど
合
理

的
配
慮
を
行
う
こ
と
。
⑤
特
に

聴
覚
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

情
報
保
障
を
行
う
こ
と
。
以
上

５
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
、
春

闘
期
に
交
渉
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
、
申
し
入
れ
を
終
え
た
。

労働局へ要求書を提出する河合議長●右右

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目
と
し

て
交
渉
強
化
を
図
る
こ
と
を
10

月
の
県
本
部
単
組
代
表
者
会
議

で
意
思
統
一
。
神
戸
市
労
連
３

単
組
（
市
職
労
・
市
従
・
交
通
）

は
11
月
８
日
を
ヤ
マ
場
に
設
定

し
、
給
料
表
の
４
月
遡
及
改
定

と
12
月
期
一
時
金
を
１
・
35
月

支
給
す
る
こ
と
で
妥
結
。

　

県
職
労
は
給
料
表
の
４
月

遡
及
改
定
と
12
月
期
一
時
金
を

１
・
25
月
支
給
で
11
月
22
日
に

妥
結
し
た
。

　

阪
神
淡
路
で
は
、
給
与
改
定

で
は
、
多
く
の
単
組
で
人
勧
の

水
準
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

尼
崎
・
伊
丹
・
芦
屋
・
宝
塚
・
三

田
・
淡
路
・
南
あ
わ
じ
が
４
月
遡

及
改
定
を
確
認
。
年
末
一
時
金

に
関
し
て
は
、
芦
屋
３
単
組
・

宝
塚
市
・
南
あ
わ
じ
が
人
勧
を

上
回
る
期
末
手
当
月
数
を
確
保

し
、
そ
の
他
の
多
く
の
単
組
は

１
・
25
月
で
妥
結
。
24
年
の
勤

勉
手
当
に
関
し
て
、
全
単
組
で

正
規
に
準
じ
た
月
数
を
確
認
。

（
一
部
継
続
協
議
）

　

播
磨
で
は
、
三
木
・
小
野
・
西

脇
・
加
西
・
た
つ
の
・
相
生
・
多

可
・
神
河
・
神
崎
病
院
・
佐
用
・
上

郡
・
太
子
が
給
料
表
の
４
月
遡

及
改
定
で
妥
結
。
明
石
・
加
東
・

宍
粟
・
市
川
が
３
月
議
会
に
向

け
継
続
交
渉
と
な
っ
た
。
遡
及

無
し
で
妥
結
し
た
単
組
の
多
く

は
、
会
計
年
度
未
組
織
の
単
組

で
あ
り
、基
本
組
織
と
と
も
に
、

組
織
化
が
急
が
れ
る
。

　

但
馬
丹
波
で
は
、豊
岡
病
院
・

八
鹿
病
院
・
香
美
・
養
父
・
丹
波
・

丹
波
篠
山
が
給
料
表
の
４
月
遡

及
改
定
で
妥
結
。
一
時
金
に
つ

い
て
八
鹿
病
院
は
現
行
で
１
・

25
月
、
丹
波
篠
山
は
１
・
２
７

５
月
の
た
め
据
え
置
き
と
な
っ

た
も
の
の
、
養
父
は
１
・
35
月
、

豊
岡
・
豊
岡
病
院
・
香
美
・
朝
来
・

丹
波
が
１
・
25
月
で
妥
結
し
た
。

　

連
合
兵
庫
は
、
24
春
季
生
活

闘
争
方
針
（
案
）
説
明
会
を
11

月
27
日
に
開
催
し
た
。
冒
頭
、

福
永
明
会
長
は「
24
春
闘
で
は
、

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、

積
極
的
な
『
人
へ
の
投
資
』
に

よ
っ
て
賃
上
げ
の
流
れ
を
中
期

的
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
小
菅
元
生
労
働
条

件・
地
域
対
策
局
長
は
「
厚
生

労
働
白
書
で
は
、
組
合
の
あ
る

企
業
は
賃
金
が
高
い
と
し
、
水

準
闘
争
強
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
賃
金
実
態
を
把
握
し
、
昨

年
を
上
回
る
賃
上
げ
３
％
以
上
、

定
昇
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
）
を
含
め
５
％
以
上
の
賃

上
げ
を
目
安
と
す
る
」
と
闘
争

方
針
を
提
起
し
、
ま
た
、
新
た

に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
や
「
労

務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の

価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
の

説
明
を
行
い
、
24
春
闘
は
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。あいさつをする福永会長

　

11
月
28
日
、
い
こ
い
の
村
は

り
ま
に
お
い
て
、
播
磨
地
区
自

治
労
組
織
内
・
協
力
議
員
交
流交流会で意見交換

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
廃
棄
物
処

理
の
現
状
と
課
題
。
ご
み
焼
却

炉
は
広
域
行
政
で
の
運
営
パ

タ
ー
ン
が
多
く
、組
織
内・
協
力

議
員
の
当
該
自
治
体（
西
脇
、加

東
、た
つ
の
、神
河
）も
近
隣
市

町
の
枠
組
み
で
廃
棄
物
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
新
ご
み
処
理
場

の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、直
営
を

堅
持
す
る
立
場
か
ら
情
報
共
有

に
よ
り
議
会
に
も
活
か
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。
交
流
会

で
は
議
員
の
知
識
を
深
め
、
自

治
労
方
針
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意

味
で
有
効
な
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　

確
定
期
に
実
施
し
た
今
回

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人

勧
に
つ
い
て
、
４
月
遡
及
の
実

施
状
況
も
共
有
さ
れ
、
吉
岡
嘉

宏
神
河
町
議
は
「
12
月
議
会
に

向
け
、
近
隣
の
状
況
が
把
握
で

き
た
。
一
般
質
問
に
向
け
、
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　

県
本
部
は
11
月
10
日
と
17
日
に
統
一
行
動
日
を
配
置
。
各

単
組
で
確
定
交
渉
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
正
規
職
員
の
給
料

表
を
４
月
に
遡
っ
て
改
定
、
一
時
金
０
・
１
月
増
額
分
を
12

月
期
に
支
給
す
る
な
ど
、
勧
告
ど
お
り
妥
結
し
た
。

11月１日の決起集会

障労評が労働局に申し入れ

春闘期の交渉に向け
課題の見解を求める

廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
課
題
交
流

会
計
年
度
の
４
月
遡
及
の
状
況
も
共
有

確定交渉結果

遡
及
未
実
施
は
納
得
で
き
な
い

３
月
議
会
に
向
け
交
渉
強
化
を

連合兵庫春闘説明会

５％以上の賃上げめざす
人への投資の継続が不可欠
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阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
は
11
月
11
日
に
三
田

市
内
で
開
催
。
８
単
組
（
西
宮

水
労
、
伊
丹
水
労
、
三
田
市
職

労
、
猪
名
川
町
職
、
淡
路
市
職

労
、
洲
本
市
職
労
、
南
あ
わ
じ

市
職
労
、
淡
路
広
域
水
労
）
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、７
チ
ー
ム（
洲

本
市
職
労
・
淡
路
広
域
水
労
が

連
合
チ
ー
ム
）
で
予
選
２
リ
ー

グ
、
決
勝
２
リ
ー
グ
の
全
18

ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。

　

試
合
に
は
単
組
の
仲
間
や
家

族
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
大
き

な
声
援
を
受
け
る
中
、
６
戦
全

勝
の
伊
丹
水
労
が
優
勝
。
若
手

メ
ン
バ
ー
が
多
い
洲
本
・
広
域

水
労
連
合
チ
ー
ム
が
準
優
勝
、

開
催
地
単
組
の
三
田
市
職
労
が

第
３
位
と
な
っ
た
。

試合の様子

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
第
11
回
目

と
な
る
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
を

11
月
26
日
、
加
西
市
内
で
開
催

し
た
。
12
チ
ー
ム・
15
単
組
が
出

場
、
２
リ
ー
グ
に
分
け
て
プ
レ

イ
し
、両
リ
ー
グ
の
上
位
３
チ
ー 小野女性選手のゴール

ム
で
順
位
決
定
戦
を
行
っ
た
。

　

決
勝
は
小
野
市
職
と
た
つ
の

市
労
連
の
た
た
か
い
と
な
り
、

６
ー
2
で
小
野
が
９
大
会
ぶ
り

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
は
交
流
を
メ
イ

ン
に
し
て
お
り
、
女
性
選
手
の

出
場
と
活
躍
が
大
き
く
貢
献
。

小
野
は
３
人
の
女
性
を
選
手
登

録
し
、
当
日
は
全
員
が
得
点
を

あ
げ
る
活
躍
を
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
全

町
職
が
参
加
し
、
交
流
の
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

阪
淡
Ｂ

播
磨
Ｂ

全勝で伊丹水労が優勝
女性の活躍で小野が勝利

熱戦をくりひろげた宍粟市職労チーム
　

12
月
２
～
4
日
、
和
歌
山
市

内
で
全
日
本
自
治
体
職
員
等

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
全

国
優
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
22

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

試
合
は
５
組
の
リ
ー
グ
戦
で

予
選
を
実
施
。
１
勝
す
れ
ば
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
の
出
場
が

決
ま
る
。
宍
粟
市
職
労
は
栃
木

県
の
鹿
沼
市
職
労
と
対
戦
し
、

第
１
セ
ッ
ト
を
先
取
さ
れ
る

も
、
残
り
２
セ
ッ
ト
を
取
り
、

決
勝
リ
ー
グ
進
出
し
た
。

　

２
日
目
の
決
勝
リ
ー
グ
の
初

戦
は
富
山
県
の
黒
部
市
病
職
と

対
戦
。第
１
セ
ッ
ト
目
を
先
制
。

第
２
セ
ッ
ト
も
宍
粟
ペ
ー
ス
で

試
合
を
進
め
、
圧
勝
し
た
。

　

ベ
ス
ト
４
を
か
け
た
２
回
戦

は
山
梨
県
の
甲
斐
市
職
と
対

戦
。
序
盤
は
宍
粟
の
大
前
選
手

の
ア
タ
ッ
ク
が
決
ま
り
、
第
１

ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た
も
の
の
、

第
２
セ
ッ
ト
は
甲
斐
に
取
ら
れ

３
セ
ッ
ト
目
に
突
入
。
両
チ
ー

ム
エ
ー
ス
の
ア
タ
ッ
ク
合
戦
と

な
り
、
21
対
21
ま
で
も
つ
れ
込

ん
だ
が
、
惜
し
く
も
23
対
25
で

敗
退
し
た
。

　

宍
粟
の
大
前
主
将
は
「
全
国

大
会
と
い
う
こ
と
で
、
足
が
固

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
次
回
の
大
会
に
繋

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
ひ
ょ
う
ご
は
、
日
本

が
戦
争
を
で
き
る
国
へ
と
ひ
た

走
り
、
沖
縄
が
再
び
戦
場
に
な

り
か
ね
な
い
現
状
か
ら
「
沖
縄

連
帯
集
会
」
を
10
月
22
日
に
神

戸
市
内
で
開
催
し
た
。

　

集
会
で
は
「
再
び
沖
縄
を
戦

場
に
さ
せ
な
い
県
民
の
会
」
事

務
局
長
の
山
城
博
治
さ
ん
が
講

演
。「
辺
野
古
新
基
地
建
設
は

多
く
の
県
民
が
反
対
す
る
中
、

政
府
は
強
権
的
で
強
引
に
進
め

て
い
る
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は

住
民
の
意
思
を
く
み
取
り
、
現

在
も
国
と
対
峙
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　

憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す

第
60
回
護
憲
大
会
が
11
月
11
～

13
日
に
か
け
て
新
潟
市
内
で
開

催
さ
れ
全
国
か
ら
約
１
４
０
０

人
が
参
加
し
た
。
大
会
の
冒

頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
藤
本
康
成
実
行
委
員
会
委
員

長
は
「
今
、
こ
の
瞬
間
で
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
で

人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
悲

劇
の
歴
史
を
持
つ
も
の
同
士
が

殺
し
合
っ
て
い
る
。
即
時
停
戦

を
求
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
メ
イ
ン
企
画
「
憲

法
審
査
会
の
現
実
と
今
後
の
私

た
ち
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
４
人
の

国
会
議
員
か
ら
憲
法
審
査
会
の

現
状
や
問
題
点
が
報
告
さ
れ

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
飯
島
慈
明
名
古
屋
学
院
大

教
授
は
「
本
当
に
国
民
が
憲
法

９
条
改
正
を
必
要
と
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
改
憲
が
戦
争
に

つ
な
が
る
と
い
う
危
険
性
を
考

え
る
と
、
改
憲
を
め
ざ
す
政
党

が
野
党
第
１
党
と
な
れ
ば
、
憲

法
審
査
会
で
は
改
憲
議
論
が
一

気
に
加
速
し
、
危
険
な
状
況
に

な
る
。
私
た
ち
は
護
憲
勢
力
を

国
会
に
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
ま
と
め
た
。
２
日

目
以
降
は
分
科
会
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、提
起
・

議
論
が
行
わ
れ
た
。

メイン企画の様子 力強く語る山城さん

沖縄連帯集会

強引な新基地建設
住民の思いを無視する政府

護憲大会

改
憲
は
本
当
に
必
要
な
の
か

憲
法
審
査
会
の
議
論
に
関
心
を

全国女子バレーボール大会

白
熱
し
た
シ
ー
ソ
ー（
宍
粟
）ゲ
ー
ム

初
出
場
な
が
ら
ベ
ス
ト
８
の
快
挙


